
リサイクルシミュレーションシステム「OPERA」

「お客様相談室」 月～金 
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設計情報 

入力情報 

部品名 
部品数量 
材料種類 
部品重量 

解体情報 
解体時間 
解体工具 
解体動作 

リサイクル 
市場情報 

作業コスト 
輸送コスト 
処理コスト 
売却コスト 

リサイクル率が高く、 

リサイクルコストが 

安価な車の開発 

リサイクル設計改善活動 

リサイクル改善案の提示 

リサイクル率 ○○％ 
リサイクルコスト △△円/台 

計算結果 

ルノーと日産は共同で、使用済み自動車のリサイクルにおいて、開発段階から設計情報に基づき、リサイクル率とリサ

イクルコストをシミュレーションするシステム「OPERA」を開発しました。経済的に効率の良いリサイクルを目指した、
リサイクル設計に対応していく検討を進めています。

☆Outil de Pilotage Economiqe du Recyclage Automobile(フランス語)の頭文字で、

自動車リサイクルコスト算出システムを意味する。

● 設計情報よりリサイクル率とリサイクルコストを算出

● 実際のリサイクル工程に基づいたシミュレーション

● ルノーと日産で共有データベース化し日本だけでなく欧州各国のリサイクル事情に合わせたリサイクル率やコストを算出することが可能

設計情報から、実際のリサイクル工程に基づいたシミュレーションを行い、リサイクル率と
リサイクルコストを算出。実際に解体評価をしなくても、設計情報からシミュレーションで
きるよう、部品、解体工具、作業動作を選択することで自動的に計算します。これらにより、
設計改善のスピードが向上し、経済的なリサイクルの評価が可能となりました。
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